
豊島区環境基本計画の進行管理方法について 

 

１ PDCA サイクルによる継続的な取組み改善 

 豊島区環境基本計画の推進においては、PDCA サイクルに基づく点検・評価や見直し

を行い、計画の継続的な改善を図ることとしています。 

計画の進行管理に際しては、①計画の進行管理に係る全期間の PDCA と、②事業の進

行管理に係る毎年度の PDCA から成る 2 種類の PDCA サイクルを多層的に運用します。

前者の PDCA サイクルについては、長期にわたる計画期間の途中段階に中間見直しの機

会を設け、計画の改善につなげます。 

 

 

 

 

豊島区環境基本計画（2019 年度～2030 年度）の策定 PLAN 

2017 年度～2018 年度 

区民、事業者、区による

環境配慮行動の実践 
DO 

2019 年度～2030 年度 

取組状況の点検・評価 CHECK 

次期計画の策定 ACT 

2029 年度～2030 年度（予定） 

2023 年度～2024 年度（予定） 

毎年度   ※実施結果は一般に広く公表する 

計画の中間見直し 

事業計画の立案 Plan 

事業の実施 Do 

実施結果（前年度）の点検・評価 Check 

事業計画（翌年度）の改善 Act 

ACT 
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２ 進捗管理指標 

豊島区環境基本計画の進行管理においては、具体的な取組みやその成果を測るモノサ

シ（＝進捗管理指標）を基本目標ごとに複数設定し、進捗状況の点検・評価のほか、事

業や計画の見直しに活用します。 

進捗管理指標としては 2 種類（成果指標、取組指標）を設けています。 

成果指標： 各基本目標の取組みの進捗及び成果を測る指標 

取組指標： 各施策の取組状況を測る指標 

 

３ 評価基準と評価方法 

  基準値（2017 年度の実績値）と目標値（2030 年度の目標値）から導き出された目安

値と年度の実績値を照らし合わせ、その差によって、◎、〇、△の３段階で評価します。

（別紙１：指標項目別進捗表） 

進捗状況 評価 点数化 

目安値を 10％以上上回っている ◎ 5 

目安値との差が 10％未満である ○ 3 

目安値を 10％以上下回っている △ 1 

※目安値（2017 年度から目標の 2030 年度を結んだ目標達成状況の各年度の目安となる値 

 

分野ごと（基本目標Ⅰ～Ⅳ、連携・協働）の評価は、各指標の評価点の平均値により

8 段階（A+,A-,B+,B-,C+,C-,D+,D-）で評価します。（別紙２：2018 年度「豊島区環境基

本計画 2019-2030」成果指標・取組指標の評価結果） 

 

 

評価結果については、年度ごとに取りまとめて環境審議会に報告します。審議会での

審議や評価を受けて、次年度以降の施策へと反映する PDCA サイクルを活用した進行管

理を行います。 

 

４ 評価結果の公表 

 年度ごとに区が発行する「環境年次報告書」や HP に掲載し、区民の皆さまに広く公

表していきます。 

(2.0) (1.5) 15 (4.5) (4.0) (3.5) (3.0) (2.5)

A＋ Aʷ B＋ Bʷ C＋ Cʷ D＋ Dʷ

分野別の評価基準

【各指標の評価点の平均】


